
高等教育無償化プロジェクトＦＲＥＥからの報告



ＦＲＥＥについて

・2018年9月13日に設立

・大学生、専門学校生、院生を中心に構成

・目的：「すべての人」への高等教育無償化
具体的には、次の３点を求める。
１，高等教育の無償化を目指し、学費値下げに踏み出すこと。
２，高等教育の授業料免除枠を大幅に拡大すること。
３，奨学金制度を抜本的に改善すること。



新型コロナウイルス感染症拡大の
学生生活への影響調査



１．経済面の影響
学生はアルバイト収入に依存して生活している。

（生活費にあてている学生が約６３％、学費にあてている学生が約２６％。）



１．経済面の影響
コロナ禍によってアルバイト収入が減った学生は約７割にのぼる。

（「減った」が約４１％、「ゼロになった」が約２９％



１．経済面の影響
退学を検討している学生が約２０％

（「少し考える」が約１５％、「大いに考える」が約５％）



１．経済面の影響

l 学生はアルバイト収入に依存して学生生活を維持していた。

l コロナ禍によってバイトがなくなり、生活が苦しくなる。

l ５人に１人が退学を検討する事態に。



１．経済面の影響
学生の声

l 奨学金は既にコロナ以前から借りている。世帯収入は目に見えて減っているし、アル
バイトもなく自分の収入もない。だが、給付や授業料減免を受けるには余りにその門
が狭い。とてもでは無いがこれ以上貸与奨学金を借りて借金を増やすことは出来ない。
（国立大学/世帯年収 600万～800万/授業料免除：応募しようとしてシミュレーターをかけてみた
ら対象外だったため応募しなかった/退学について：大いに考える）

l バイトがなくなり、収入がなくなった。学費免除や現金支給など何かしらの補償制度が
設けられなければこのまま在学することは難しいかもしれない。
（私立大学/世帯年収 500万～600万/授業料免除：応募しようとしてシミュレーターをかけてみた
ら対象外だったため応募しなかった/退学について：少し考える）



２．学業面の影響

多い実態
・図書館が使えない
・実技、実験、フィールドワークができない
・上２つと関係して、卒論への不安
・資格のための試験や実習ができない
・留学ができない、中止になった
・Ｗｉｆｉに問題がある



２．学業面の影響
学生の声

l 大学の図書館が閉室になるため卒論がこなせるかどうか不安

l 家族5人なのでみんな自宅待機してるので、WiFiが弱くオンライン授業が途切れたりします。

l 先生方と直接会えないので学習や今後の大学生活について気軽に相談することが出来な
い。授業の時間割が変更されたり実技の教科が実施されなかったりして単位を取得できな
い可能性がある。

卒業論文の準備だけではなく、就職活動や大学院の研究計画書についての準備も進まな
いのではないかという不安の声が同級生達からも聞こえる。



３．就職活動への影響
学生の声

lインターンに行けないのでどんな職種があるのか、どんな事業があって第1希
望など絞っていったらいいのか、コロナの影響で就職先がまずあるのか不安

l就職についての相談に乗ってもらえない

l公務員志望だが、今年度の公務員試験延期などの混乱で自分が受ける来年
倍率が上がってしまわないか不安。



４．精神面の影響
学生の声

l地方出身であり、知り合いもほとんどおらず、同級生、先輩、先生方との顔
合わせもないままのうえ、パソコンに長けていないので何もかもが不安です。

l大学のどの窓口に不安を訴えればいいのか分からない。

lアルバイトで働いている時も新型コロナウイルスの感染に不安を感じている。



政府の対応
l第一次補正予算（７億円）

l学生支援緊急給付金（約４３万人に１０～２０万円）

l第二次補正予算（困窮学生等に対する支援 １５３億円）

→コロナ禍によってすべての学生が何かしらの影響を
受けていることを考えると、支援が全然足りていない。



ＦＲＥＥが求める学生支援
４月２２日に緊急提言を発表し、９つの要求を掲げた。


